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論文内容要旨
 歯周組織は近似的には粘弾性体とみなされ, 加振器で歯を振動させた場合, 加振羅可動部と歯
 .および歯罵緯織は, 近似的には粘性減衰のある一自由度の振動系を構成する。 本研究では, 振動
 的な負荷を矯正力として用いる可能性を検討するため, ヤクニホンザル上顎側切歯を用いて, こ
 の 振動系のほ醸共振周波数の振動力 (最大荷重 40g∫, 平均荷重 25g∫) を, 工日3時間ずつ6日
 間負荷 し, 同時に鰐無と して反対側の同名歯には同 じ負荷スケジュールで静荷重 (40 9∫) を負荷
 した。 振動力負荷時のリサージュから荷重と変位との関係を測定し, さらに共振特性の変化を測
 定して, 振動力と静荷重を負荷 した場合の, 歯周組織の力学的特性の変化を求めた。 得られた結
 論は次の通りである。
 1、 振動力負荷時のリサージュ (荷重一変位軌跡) から歯周組織内で消費される 機械的エネル
 ギーを求めた。 ある資料を例にとれば, 消費されるエネルギーは1周期あたり約 0. 13g∫・簾であ
 り, 6日間の累積では約1×106 g∫・繊 となった。
 2. 振動力負荷により負荷時間とともに共振周波数と共振峰の幅が増加し, 共振峰の速度振幅
 が減少 し, 約2時間である値に漸近して平衡状態となった。 これは負荷とともに歯周組織のばね
 定数と糊生減衰定数が増加し, 歯の動きやすさを表わす動揺度が減少して, ついにある平衡状態
 になったことを示す。 静荷重負荷によっても力学的特性は同様の変化を示 した。
 3. 無負荷の状態から平衡状態に達するまでの 共振禰波数・共振峰の幅・共振峰の 速度振幅の
 変化量は, 振動力負荷の方が静荷重負荷に比べて2借位大きかった。 これはばね定数で4倍, 融
 牲減衰定数で2倍, それぞれの変化量が大きいことを意味 した。
 4. 振動力負荷では, 負荷日数が増すと, その日の負荷前の力学的特性が前βの値よりも平衡
 状態に近づいていた。 これは前日までの負荷の影響が歯周組織に残るためと思われた。 静荷重負
 荷では, 毎日の負荷時間に対する力学的特性の変化の状態は負荷1日目とほぼ同様の変化を示 し,
 いわゆる累積効果は認め られなかった0
 5. 歯周組織をフォークトモデルと仮定 した歯の振動系の振動 モデルを設定して, 識弾性定数
 を求めた。 リサージュ より求めた負荷時のばね定数と 共振特性から求めた無負荷時のばね定数と
 では, 前者の方が2.7倍大きかった。 負荷時には歯が歯槽骨に強く押しつけられ, 歯槽骨のばね
 定数に近い値を示 し, 無負荷時には歯が骨から離れ歯根膜も食めた 歯周組織のばね 定数を示 した
 ためであろ う。
 以上のように, 力学的には 振動力負荷の方が静荷重負荷に比べて 効果があるということができ
 る。
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審査結果要旨
 歯を人為的に移動させるための効果的な 負荷方法については, 現在, 強い力, 弱い力, 連続的
 なヵ, 薮続的あるいは 間歇的な力など 種々な方法が検討されている段階であって, まだその結論
 を得るに至っていない。 本研究は, 振動的な負荷を胴いる可能性についての基礎的な実験であっ
 て, その測定結果の力学的な検討をおこなったものである。 この砺究では, ヤクニホンザル上顎
 側切歯を用いて, 歯の振動系のほぼ共振周波数の振動力 (最大荷重 40g∫, 平均荷重 25g∫) を,
 1日3時間ずつ6日間負荷 し, 同時に対照と して 反対側の同名歯には同 じ負荷 スケジュールで静
 荷重 (40 g∫) を負荷 し, 振動力負荷時のリサージュから荷重と変位との関係を測定 し, さらに共
 振特性の変化を測定 して, 振動力と静荷重を負荷した場合の 歯周組織の力学的特性の 変化を求め
 たものである。 本硯究で得られた結果は次の通りである。
 1. 振動力負荷時の リサージュ (荷重一変位軌跡) から歯周組織内で消費される機械的エネル
 ギーは1陶期あたり約 0ほ3g∫・鍛鷹 であり, 6日間の累積では約 1x106 g∫ 剛舵 であった。 この
 値は静荷重負荷時がほ厳0なのに対し太き' く, 振動力負荷時の方が静荷重負荷時に比して, 歯馬
 組織の力学的特性の変化が大きいことを示 している。
 2. 振動力負荷により 負荷時閥の経過とともに共振周波数と共振峰の櫓が増加し, 共振峰の速
 度振幅が減少 し, これらは約2時間で平衡状態となった。 これは負荷とともに歯周組織のばね定
 数と粘性減衰定数が増旅し, 動揺度が減少して, ついにある平衡状態になったことを示す。 静荷
 重負荷によっても力学的特性は同様の変化を示 した。
 3. 無負荷の状態から平衡状態に達するまでの 共振周波数・共振峰の速度振幅の変化量は, 振
 動力負荷の方が静荷重負荷に比べて2借位大きかった。 これはばね定数で4借, 濃占性減衰定数で
 2倍, それぞれの変化量が大きいことを意味した0
 4. 振動力負荷では, 負荷日数が増すにつれて, その揖の負荷前の力学的特性が前日のその値
 よりも平衡状態に近づいていた。 これは, 前日ま での 負荷の 影響が歯周組織に残るためと思われ
 た。 静荷重負荷では, 笹目の負荷時欄に対する力学的特性の変化の状態は負荷1日照とほぼ同様
 の変化を示 し, いわゆる累積効果は認め られなかった。
 以上の結果は, 歯科矯正学領域における 人為的歯の移動を効果的に行う方法に 従来とは異った
 観点から重要な手掛りを与えるものであり, この分野の研究に, 今後興味深い材料を提供するも
 のであ る。 よって本論文は歯学博士の学位授与に値いするものと認定するものであ る。
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